

















































































































































































































国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科
ほぼ毎日読んでいる 80.7 67.6 74.1 56.5 72.6
週に１～３回程度読んでいる 80.3 66.8 72.8 54.8 71.9
月に１～３回程度読んでいる 77.9 63.3 68.8 50.0 68.6
ほとんど，または，全く読まない 75.6 60.5 65.1 45.8 65.1
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学力を保障するということ
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　このDATAからは、新聞を「ほぼ毎日読んでいる」子どもたちと「ほとんど，
または，全く読まない」子どもたちの間には、平均正答率で５ポイントから
10ポイントの差が生じていることが明らかになっている。このことをもって、
「新聞をよく読む子どもは成績が高い」との声が高まり、学校などで新聞を
教材として活用するNIE（NewspaperinEducation）活動などが推進されて
いる。
　ただ、同調査におけるクロス分析にもう一つのDATAがあることは意外
に知られていない。それが以下のDATAである。
　このDATAは、子どもたちをテストの正答率順に並べ、人数比率により
25％刻みで４つの層分けを行い、その各層におけるアンケートの回答をクロ
スしている。A層は上位25％であり、D層は下位25％に入った子どもたちの
アンケートの回答ということである。
　このDATAを活用して「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んで
いる」という比較的新聞に親しんでいる集団と「ほとんど，または，全く読
まない」という集団に分けてグラフ化してみた。
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 全国学力・学習状況調査　調査結果資料（中学校国語Ｂ）より作成
　このDATAから見えてくることは、「比較的新聞に親しんでいるという回
答」は学力が高い層に多く、「ほとんど、または全く読まない」という回答
は学力が低い層に多いという状況である。
　“新聞を読むから学力があがる”という声を否定するつもりはない。ただ、
こちらの結果から“しっかり学力をつけた子どもたちは、新しい情報に触れ
ようとする意欲が高まって、新聞を読むようになっている”という子どもた
ちの姿を想像することも、無理のない考えではないだろうか。
　実は、読書についても同様の結果が見られる。
 全国学力・学習状況調査　調査結果資料（中学校国語Ｂ）より作成
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　読書の習慣がある子どもたちは、学力が高い層に多く、学力が低くなるに
つれて下がっていく。「読書を全くしない」と言う子どもたちは逆である。
　“本を読めば学力があがる”は、わかりやすいメッセージになるであろうが、
“しっかり学力をつけた子どもたちが、読書によってさらなる知的好奇心を
満たそうとするようになる”と考えることも、それほど無理のないメッセー
ジではないだろうか。
　子どもの学力や生活習慣や考え方を形作る要因は様々である。一つの望ま
しい生活習慣で学力が大きく向上するとは考えにくい。また、学力の高い子
どもたちが必ず望ましい生活習慣を身につけると考えることも軽率であろ
う。そもそも、同調査のDATAはあくまでも学力と学習状況のクロス分析
をしているだけであり、学力と学習状況の相関は一定見えてくるが、Aなら
ば必ずBといったような因果関係を導き出しているわけでもない。
　ただ、このように限定的なDATA結果であることに留意しつつではある
が　「しっかり学力をつけた子たちは、社会への関心が高まり、さらなる知
識を求め、様々な情報（このDATAでは新聞・書籍）へのアプローチを行
う可能性が高い」と考えることは、教育に携わる者にとって大いにモチベー
ションがあがることではないだろうか。
　視点は変わるが、情報へのアプローチだけでなく、社会参加という項目で
も次のようなDATAが見られる。
地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか
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 全国学力・学習状況調査　調査結果資料（中学校国語Ｂ）より作成
地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか
 全国学力・学習状況調査　調査結果資料（中学校国語Ｂ）より作成
学力を保障するということ
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　地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある子どもは約60％。地
域や社会をよくするために何をすべきかを考える子どもは約40％と、社会へ
の積極的な参画を促すためには、さらなる向上をはかっていきたい項目では
あるが、どちらの質問においても、しっかり学力をつけることが、その改善
につながる可能性を含んでいると考えられる。
　学校教育の大きな目標は、子どもに、主体的に社会に参画し、その発展に
寄与する態度を養うことである。くわえて、これからの情報化社会において
は、情報に対するクリティカルな態度も今まで以上に重要になってくる。
　子どもたちの社会的資質や行動力を高めるためには、子どもたちの自立・
自律に向けた自己指導能力をはぐくむことが重要である。従来これらは学習
指導よりも生徒指導の視点で語られることが多かったが、これまで見てきた
いくつかのDATAからは、一定の学力の保障が、それらを底支えしていく
ことを示してはいないだろうか。
　さて、本稿では“人権感覚を含めた人々の“智恵”の重要性にスポットを
あて、情報へのアプローチや社会参画への意識と「学力保障」の関連につい
て様々なDATAをもとに考えてみた。
　一般的に「学力保障」という言葉は、いわゆる負の連鎖を断ち切るための
学力という考え方の中でキャリア形成の要素として語られることが多い。全
国学力・学習状況調査を活用した追加調査においても、家庭の年収等の要因
が学力に大きな影響を与えており、学校教育や本人の努力をもってしても、
その格差を解消することは極めて困難であることが検証・報告されている。
このような状況に対しても“教育”は、子どもたちの可能性を少しでも伸ば
すことを目指し日々の努力が続けられているところである。
　今回提示した「学力保障」は、情報へのアプローチや社会参画という、こ
れからの社会を生きぬくために是非とも身に着けてほしい資質・能力につい
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て、学校教育が担う“学力”が一定の影響を与えていることについて示した。
　意欲や態度が学力に大きな影響を与えていると同時に、しっかり学力をつ
けることが、高い意欲や望まし態度に結びつくことも教育の効果として改め
て考えていく必要があろう。
　人権が尊重された民主的で文化的な社会を目指すことは自明の理として多
くの人々に受け入れられている。しかし、その実現に向け世界が動き始めた
のは、たかだか数十年前からのことである。我々が今後相対するのは予測不
能と呼ばれる社会変化であり、これまでの考え方が引き継がれるという保証
はどこにもない。
　しかし、どのような変化が起ころうとも、私は、これまで引き継がれた“人
権感覚を含めた人々の智恵”と、それを支えてきた“教育”の力に大いに期
待したいと考えている。
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